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【復興事業カルテ】（案） 

①対象地区 

 被災地区毎に作成 

②記載内容 

・国、県、市町の復興関連事業を表記 

・事業に関連する工事毎に事業工程を表記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新しい年を迎え，一言，御挨拶申し上げます。 

  今年は，各地区において宅地造成など復興が目に見える形で進む年となります。昨年までに，

防災集団移転促進事業計画の大臣同意率は９割を超え，今年３月までには予定されている全て

の地区において大臣同意が得られる予定です。また，区画整理事業においても予定している地

区の３割以上で既に都市計画決定がされております。 

 現在，県では，市町や国の皆様と一緒に，地区毎

の復興事業カルテの作成を進めております。カルテ

は事業の進捗管理だけではなく，関係する機関との

情報共有や，被災者の皆様に復興状況や住宅建設時

期をお伝えするものとなります。被災者の皆様に将

来の生活に希望を持っていただけるような情報提供

を行いたいと思いますので，作成について御協力よ

ろしくお願いいたします。 

 今年は復興のスピードを加速させていかなければ

なりませんが，目の前の課題を一つずつ解決してい

くことが速やかな復興に繋がっていくことになりま

す。また，政権が替わり，各市町が抱えている課題

に関しての要望を行う機会が多くなりますが，県と

しましてもしっかりと国に伝えてまいります。 

 今年は復興の槌音が響く年になります。被災者の

皆様が明るい希望を持てる年になりますよう，市町

の皆様とともに頑張ってまいりますので，よろしくお願いいたします。 

  

平成２５年１月 

宮城県土木部復興まちづくり推進室 室長 金子 潤 

 

 

 

１．安倍首相が被災地を視察しました 
 平成２５年１月１２日（土），安倍首相，根本復興大臣，秋葉復興副大臣が東日本大震災で甚

大な被害を受けた石巻市，岩沼市，亘理町を訪問しました。 

 石巻市では，壊滅的な被害から事業を再開した造船会社「ヤマニシ」，日本製紙石巻工場，水

産加工会社「スイシン」を訪れ，岩沼市では被災地で最も早く防災集団移転促進事業の造成工

事に着手した「玉浦西地区」を視察しました。また，亘理町では，仮設商店街を訪れた後， 
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仮設住宅で暮らす被災者と意見交換を行いました。 

 視察終了後，首相は「復興予算１９兆円とういう枠にとらわれず，復興の加速に努めていき

たい」，「“被災地の復興がなければ日本の再生はない”という思いで予算編成にあたりたい」，

また「被災地に企業を誘致して働く場を作っていくことが極めて重要なので，そうした支援を

行っていきたい」と記者団に述べられ，震災復興を最重点課題として取り組む強い決意を示さ

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

２．防災集団移転促進事業計画書 国交大臣同意箇所（平成２４年１１・１２月分） 

 

１ １ 鮪立地区 しびたち

２ ２ 宿地区 しゅく

３ ３ 浪板一区地区 なみいたいっく

４ ４ 浪板一忍沢地区 なみいたいちしのぶざわ

５ ５ 笹が陣地区 ささがじん

６ ６ 松崎丸森地区 まつざきまるもり

７ ７ 面瀬地区 おもせ

８ ８ 最知川原第２地区 さいちかわらだいに

９ ９ 大谷地区 おおや

１０ １０ 大谷滝根地区 おおやたきね

１１ １１ 田尻地区 たじり

１２ １２ 津谷大沢地区 つやおおさわ

１３ 【誘導型】鹿折北地区 ししおりきた

１４ 【誘導型】南気仙沼地区 みなみけせんぬま

１５ 【誘導型】九条地区 くじょう

１６ 【誘導型】赤岩杉ノ沢地区 あかいわすぎのさわ

１７ 【誘導型】赤岩牧沢地区 あかいわまきさわ

１８ 【誘導型】面瀬地区 おもせ

1 野蒜北部丘陵地区 のびるほくぶきゅうりょう

2 東矢本駅北地区 ひがしやもとえききた

3 矢本西地区 やもとにし

4 牛網地区 うしあみ

5 月浜地区 つきはま

6 大浜地区 おおはま

7 室浜地区 むろはま

1 荒浜中野地区 あらはまなかの

2 亘理江下地区 わたりえした

3 吉田舟入北地区 よしだふないりきた

4 吉田南河原地区 よしだみなみかわら

5 吉田大谷地地区 よしだおおやち

1 新山下駅周辺地区 しんやましたえきしゅうへん

2 宮城病院周辺地区 みやぎびょういんしゅうへん

3 新坂元駅周辺地区 しんさかもとえきしゅうへん

５ 仙台市 １ １ 緑ヶ丘４丁目 みどりがおかよんちょうめ Ｈ２４．１２．２１

１３

１３計画　１８地区

1

1

http://www.city.higas
himatsushima.miyagi.j
p/kakuka/fukkou/tos
hi/seibikyougikai/inde

x.html

http://www.town.wata
ri.miyagi.jp/index.cfm
/22,20407,html

１計画　７地区

山元町

備　考よみ 計画同意日地区名
計
画
数

地
区
数

気仙沼市

市町村名

1

１計画　３地区

亘理町

東松島市

亘理町　計

４

山元町　計

仙台市　計

（変更）
Ｈ２４．１１．１６

１計画　５地区

１計画　１地区

気仙沼市　計

１

東松島市　計

２

３

http://www.city.kese
nnuma.lg.jp/www/con
tents/133775797215
7/index.html

Ｈ２４．１１．１９

（変更）
Ｈ２４．１２．２１

Ｈ２４．１１．２０
http://www.town.yam
amoto.miyagi.jp/fukko
u/seibi-keikaku.html

岩沼市玉浦西地区を視察 亘理町で被災者を激励 石巻市造船会社を視察 
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３．東矢本駅北地区被災市街地復興土地区画整理事業が事業認可されました 

宮城県内において計画されている被災市街地復興土地

区画整理事業のうち，５地区目の認可となる東矢本駅北地

区（東松島市）について，平成２４年１１月２８日に事業

認可されました。 

市の計画では，来年度上半期には災害公営住宅の建築を

開始することができるよう，今年度中に造成工事に着手

し，道路等の公共施設工事を実施することになっていま

す。 

■認可を受けた事業の概要 

１．事業の名称  石巻市広域都市計画事業 東矢本駅北地区被災市街地復興土地区画整理事業 

２．施行者    東松島市 

３．施行区域面積 ２１．９ha 

４．総事業費   ４，０３０，０００千円 

５．施行期間   平成２４年度から平成２８年度まで 

６．事業目的   道路，公園，JR東矢本駅の駅前広場等の公共施設を整備し，津波被害により移転を余

儀なくされた市民の移転先として，安全で快適な市街地を形成する。 

４．新渡波地区被災市街地復興土地区画整理事業が事業認可されました 

石巻市で施行を計画している被災市街地土地区画整理事業のうち，新蛇田地区に続き２地区

目となる新渡波地区について，平成２４年１２月２７日に事業認可されました。 

なお，県内での被災市街地復興土地区画整理事業については，この新渡波地区が６地区目の

事業認可となります。 

■認可を受けた事業の概要 

１．事業の名称  石巻広域都市計画事業 石巻市新渡波地区

被災市街地復興土地区画整理事業 

２．施行者    石巻市 

３．施行区域面積 １７．８ha 

４．総事業費   ３，６６７，０００千円 

５．施行期間   平成２４年度から平成３０年度まで 

６．事業目的   東北地方太平洋沖地震による巨大津波によ

り被災し，移転を余儀なくされた市民の集

団移転先として，良好かつ健全な市街地を

形成する。 

５．新渡波西地区被災市街地復興土地区画整理事業が都市計画決定されました 

 平成２４年１１月２７日に新渡波地区被災市街地復興土地区画整理事業の西側に隣接する新

渡波西地区被災市街地復興土地区画整理事業（約１１．２ha）が都市計画決定されました。 

今後，被災者の

生活基盤となる

良好な住環境を

速やかに整備す

るため，平成２５

年度早期の事業

認可を目指し諸

手続が進められ

ます。 

橋本部長から阿部市長への認可書交付 

土地利用計画図 

土地利用計画図(参考) 総括図 
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６．山元町新山下駅周辺地区第一期災害公営住宅の工事に着手しました 

県が市町から設計及び工事を受託している災害公営住宅整備

事業として，初めて工事に着手することとなり，Ｈ２４年１１月

２７日に工事着手式を開催しました。平成２５年３月の完成，４

月の入居を目標に整備を進めていきます 

■整備概要 

１．建設地     山元町浅生原字新館前４８

外 

２．敷地面積    約１２，０００㎡ 

３．工事着手戸数  ２６戸 

４．構造等     木造（在来工法） 

 長屋 平屋又は２階建 

 

 

 

１．「被災市街地復興まちづくり勉強会」を開催しました 
平成２４年１２月２６日，県内市町のまちづくり担当者を対

象に被災市街地復興土地区画整理事業，津波復興拠点整備事業，

街路事業，都市公園事業の各事業認可における留意事項の説明

や，県内市町の先進事例の紹介及び復興交付金の留意事項等に

ついて勉強会を開催しました。当日は，国交省都市局市街地整

備課，宮城復興局，UR 都市機構及び東北地方整備局から事業

担当者を迎え様々な情報を提供頂きました。 

２．「災害に強いまちづくり宮城モデル」構築の進捗状況を公表しています 
宮城県土木部で掲げる美しいふるさと新生宮城の発展に向け

たスローガン「見える復興・見せる復興」の一環として，「災害

に強いまちづくり宮城モデル」で最重点項目に掲げる津波対策，

復興まちづくり事業，復興住宅の整備について平成２４年１２

月末時点の進捗状況を公表しました。 

 

○問い合わせ先 宮城県土木部復興まちづくり推進室 

〒980-8570 仙台市青葉区本町３丁目８－１ 

 TEL.022(211)3207  FAX.022(211)3295 

 e-mail  fukumachi@pref.miyagi.jp  

 Hp:   http://www.pref.miyagi.jp/fukumachi/ 

詳細は，下記ホームページをご覧下さい。 

URL: http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/dobokusom/doboku-sintyoku.html 

※各地区・団地の位置などの情報を復興住宅整備室のホームページに掲載しています。 

URL: http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/fukujuu/ 

 

会議の様子 

完成イメージ 
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